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氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名
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五月女さき子 学校歯科医 長崎大学教育学部

川下由美子 学校歯科医 長崎大学教育学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

五月女さき子 産業保健相談員 長崎県産業保健総合支援センター

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「口腔外科手術後挿管
患者に対する抗菌薬局所投与による術後肺
炎発症予防」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「抜歯後
MRONJ発症機序の解明および予防策の確立」
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授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高齢者
の機能歯数・オーラルフレイルと唾液中細
菌の関連：天草コホート研究」

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「薬剤関
連顎骨壊死手術における適切な骨切除範囲
決定方法：多機関共同前向き研究」

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「コホートを用いた歯
周病と全身炎症を繋ぐ分子基盤の解明と病
態制御への応用」

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担

受託研究費「アテロコラーゲンと抗菌薬局
所投与による抜歯後薬剤関連顎骨壊死の発
症予防に関する多機関共同研究」

代表
五月女さき子・准教
授
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